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I 研究の目的
平成20年1月17日に中央教育審議会から出さ
れた答申、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及
び特別支援学校の学習指導要領等の改善につい
て」において生活科の現状と課題、改善の方向性
として、気付きの質を高め、活動や体験を一層充
実するための学習活動を重視する1)とされている。
活動や体験について奈須は(人は、社会や自然の
中に存在するものやことの私的直接的なかかわり
を通して学ぶ2)」としており、人の学びとは直接
対象と接することから生まれるものだとしている。
その中でも、低学年児童には具体的な活動を通し
て思考するという発途上の特徴がみられる3)ため、
直接体験を重視した学習活動を展開することが重
要とされている。
このような直接的なかかわりを通して学ぶこと
が重視された要因として挙げられるのが、現在に
おいてよく指摘されるのが直接体験に比べ、間接
体験がきわめて増えてきたという、子どもの生活
経験の変貌である。この直接体験が少なくなって
きたことにより、各種の発達的また教育的な問題
が出てきていることが指摘されている。しかし、
それらの問題がどこまで間接体験の比重の増大に
よるのかについては明らかでない。
歴史をさかのぼって考えても、直接体験と間接体
験の議論はいくつかなされている。「自然」の教育
を唱えたシャン・ジャック・ルソーは、教育にお
いて実物を提示すること、つまり実物教授の重要
性を主張した4)。また、ルソーの影響を受けたヨ
ハン・ハインリッヒ・ペスタロッチも、実物を直
接観察させて、感覚に訴える教授方法、つまり直
感教授を教育に取り入れることを重視している5)。
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さらに、ジョン・デューイもまた、従来の旧教育
を批判し、学校に子どもたちの生活経験をもちこ
むことの大切さを訴えている6)。この他にも多く
の人物によって、直接体験の重要性や直接体験が
もたらす効果について語られているが、これまで
の議論を振り返っても、直接体験と間接体験のそ
もそもの違いや、それぞれの体験がもたらす効果
などについて厳密に議論されているかと言うと、
そうとは言い難い。体験そのものに目を向け議論
が進んでいるというよりは、むしろ、直接体験の
重要性を主張するという展開にとどまっている。
このような中、安易に直接体験が重要であり、間
接体験はよくないものであるという捉え方をする
ことが、果たして正しい判断だろうか。確かに直
接体験から学ぶことは多いと考えるが、子ども
は1つのことに集中してしまうと、それだけし
か見えていないことがあるため、発想が狭く限
られたものになってしまうこともあると考える。
その狭く限られた発想に何かきっかけを与える
ことで、子どもの発想はさらに広がりをもつの
ではないかと考えた。あまり大きくならないミニ
トマトに対して早く大きくなってほしいと願いを
もち、一生懸命水をやる子どもがいるとする。し
かし、いくら水をやっても大きくならない。その
時、図書を見て、肥料をやらなければならないと
いうことに気付くといったようなことである。つ
まり、よくないものとして捉えられがちな間接体
験であるが、その扱い方によっては子どもの学び
に必要不可欠な要素であるものと考える。以上の
ことを踏まえ、本を読むというような間接体験を
直接体験と組み合わせて行うことが、直接体験を
充実したものにするために、効果的なのではない
かと考えた。そこで、本研究では直接体験をより
充実させるために、直接体験と組み合わせて行う、
間接体験に焦点をあてることとする。本論文にお
いては、その間接体験の中でも図書の利用につい
て考えていきたい。
そこで、本研究ではまず図書を活用することの
意義について述べる。その上で、刈谷市立住吉小
学校での、図書を活用した授業実践を分析するこ
とから、生活科授業の中での図書活用の有効性に
ついて探り、今後の生活科授業に生かしていくこ
とを研究の目的とする。
Ⅱ 図書を活用することの意義について
森上は、「絵本で、知的好奇心を刺激したり、行
動を動機づけたり、あるいはこれまでの経験した
ことを拡大したり、再整理したりしながら認識や
イメージをより確実にしていく。7)」と述べてお
り、絵本を読むことで、子どもの知的好奇心が刺
激され、活動に対しての意欲をもつことができ、
さらには、自分の今までの経験と絵本を比べなが
ら、今までの経験を振り返り、整理しながら認識
を確かなものにしていくことができるということ
が分かる。渋谷も同じように、「読書はわたしたち
をとりまく自然や社会、人間とその生活に対する
興味や関心を抱かせ、それらへの正しい理解と認
識を得させ､深めるのに役立つ。8)」としている。
ここから、読書をすることで、自分の生活圏や、
生活自体に興味・関心を抱き、それらを深めてい
くのに効果的であることが分かる。
また、朝比奈は、「読書活動が子どもたちの人間
形成に重要な意味を持つのは、読書によって様々
な感動が得られるからである。その楽しく豊かな
感動の体験が、子どもたちにさらなる学習意欲を
呼びすます。9)」としており、読書は子どもに様々
な感動を与え、その感動から、「学びたい」や「知
りたい」といったような、学習意欲をもつことが
できるということが分かる。
さらに、本吉が「絵本は、語彙を豊富にし、言
葉の美しさやリズムを楽しんだり、感動する心な
どの心情を培い、ことばと事物の結びつき、事物
の確認や判断、未経験なものの認識など、幅広い
知識を養うことができるでしょう。 1o)」と述べて
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おり、佐々木は、「絵本や児童文学は子どもたちが
遊びやその他の経験から得たものを確かめたり、
深めたり、広げたりするため大変重要な役割をは
た11)」と述べているように、絵本を読むことで、
感動する心情を培うことができ、経験と言葉を結
びつけ、そこから今までの経験を確かめたりしな
がら、それを深めたり、広めたりすることで、判
断したりすることができ、幅広い知識を養うこと
ができるということが分かる。
これらのように、図書を活用することで、子ど
もの生活や身近のものに対しての興味・関心を引
き出し、そこから活動への意欲をもつことができ
る。また、自分が行ってきた活動を振り返るきっ
かけともなり、図書と自分の活動とを比べること
から、新しい知識を得て、次なる活動への見通し
を立てたりすることができるのではないかと考え
る。
次に、内田は、「本を読むことを通して自分の知
識や経験、感情状態を整理し、確かな知識や経験
をたくわえていくことができる。 12)」としており。
「絵本やファンタジーは、まったく現実とかけ離
れた世界、体験から想像もできないような『絵空
事』の世界に私たちを遊ばせてくれるものではな
い。自分の経験を整理する枠組みを与えてくれる
ものなのだ13)」としている。子どもは生活の中で
様々な経験をしている。しかし、その経験と知識
がつながっていたり、経験と経験が結びついて1
つの認識をしたりしているということが、子ども
の中では、まだ整理されていないことが多い。そ
のため、様々な経験をしてきたときに、本を読む
ことで、それが整理され、子どもの認識を広め、
深めるのに役立つことが分かる。
また、柳田は(絵本から思いがけず新しい発見
というべき深い意味を読み取ることが少なくない
14)」としており、絵本を読むことによって、今ま
で見えていなかった新しい発見をすることができ、
子どもにとって新しい視点を得ることができると
いうことが分かる。さらに、ニコラス・タッカー
は「文学はときとして、深い独特な経験、想像的
な経験を子どもに提供することができる、そして
その経験をとおして、子どもはほかでは取得でき
ない重要な目的を個人個人で発見する15)」として
おり、宅間も同じように、(読書によって、もとも
と自分がもっている問いに気付く場合もある。 16)」
としている。そして赤星も「疑問を解決するだけ
でなく、新たな問題意識をもつことができるのは、
児童、生徒のみならずおとなにとっても読書の特
性といえよう。 17)」としている。これらからは、
読書をすることによって、今までは見えていなか
ったもともと自分の中にある問題や目的に気付く
ことができるということが分かる。
これらの論から､図書を活用することによって、
今までの経験が整理され、子どもの認識を深めた
り、今まで見えてこなかったものが図書を活用す
ることによって新たに見え、子どもにとって新し
い視点を得るきっかけになったり、自らの問題や
目的が明確になったりすると考える。
以上のように、図書を活用することは、対象へ
の興味・関心を高め、さらには自分の経験から得
たものと図書とを比べ、もう一度立ち返ったり、
新しい視点を得たりすることで、子どもの学びを
深めていくために大きな意義があるということが
分かった。さらに､赤星が「読書の究極の意義は、
自発的に、または無意識のうちに、自分の内面と
照らし合わせて、自己変革し、よりよい人間の本
性を形成することにある。 18)」としており、また、
朝比奈は「一人の個人として得た直接経験を他者
の経験を照らし合わせ、重ね合わせ、関連付けて
いくこと、そのことによって、自分の得た経験に
ついて社会的な位置づけ、意義づけを認識してい
くこと、そのことがまさに<一人前>の人間にな
るという意味での人間形成の過程なのである。そ
して、読書はこの人間形成のための最も有効で、
最も大きな可能性を持つ手段なのである。19)」と
しているように、図書を活用することは、学びを
深めるだけでなく、子どもの人間形成をする1つ
の手段であり、大きな可能性をもっているという
ことが考えられる。
Ⅲ 実践事例の分析
1 図書の活用段階について
森が示す教科書の効果的な活用の段階゛))「導入
(出会い)」の段階、「めあて・見通し」の段階、
「活動」の段階、「振り返り・表現」の段階、「自
-49-
分の生活に活かす」段階の5段階を基に、図書の
活用段階を示す。図書の活用段階の構造は、「導入
(出会い)」の段階と「自分の生活に活かす」段階
は、単元の最初と最後に位置づくものと考える。
しかし、以前は別々のものとして考えていた「め
あて・見通し」の段階と「問題解決・焦点化」の
段階、「振り返り・表現」の段階の3つの段階は、
子どもの活動の中に位置づき、ある子どもにとっ
て「めあて・見通し」の場ともなり、また、ある
子どもにとっては「問題解決・焦点化」の場にも
なり、「振り返り・表現」の場にもなるのではない
かと考えた。つまり図1に示すように「導入(出
会い)」の段階、「活動」の段階、「自分の生活に活
かす」段階という3段の構造となり、「活動」の段
階の中に「めあて・見通し」の場、「問題解決・焦
点化」の場、「振り返り・表現」の場があるのでは
ないかと考える。この3段階の中で図書を有効的
に活用していくことが子どもの学びに大きな効果
をあたえるものと考える。
図1 図書の活用段階
以上のような3段階を踏まえ、次節以降は各
段階で図書を活用している事例を取り上げ、分析
することとする。
2 調査の概要
(1)調査対象
刈谷市立住吉小学校第2学年
(2)調査時期
平成21年4月
(3)活動名
「大きくなあれ」
(4)調査方法
授業の「導人(出会い)」の段階、「活動」の段
階､「自分の生活に活かす」段階の3段階において、
図書の活用を行うことで、子どもにどのような効
果を与えるのかについて、子どものつぶやき、ワ
ークシート、日記より考察していく。
3 住吉小学校における事例の分析
(1)導入・出会いの段階
住吉小学校2年生は、5月のゴールデンウィー
ク明けから夏野菜を育てることとなった。その導
人として絵本の読み聞かせをすることとなった。
読み聞かせの前に少しでも野菜に対して興味をも
ってもらうために『やさいのおなか』21)をクイズ
形式で読み聞かせた。この図書は野菜の断面図を
影のように描き、その断面図は何の野菜の断面図
なのかを当てる図書である。 1ページずつめくり
ながら、何の野菜かわかるか子どもに間いかけ、
野菜について知っていることを少しずつ子どもに
話してもらった。「キュウリはドレッシングをかけ
るとおいしいよ｡」、「このまえ、レンコンだべた
よ。」、「トマトはうちで育ててるよ。」などという
声があがり、子どもだちなりに自分の生活と照ら
し合わせながら、楽しみながら聞いていた。野菜
に興味をもっかところで絵本の読み聞かせを行っ
た。絵木の選定の際に以下の3点のことに気をつ
けて選定を行った。
まず1つ日に、正しい季節の野菜が描かれてい
る図書を選ぶことである。野菜を育てる絵本はい
くらかあるものの、すべてが夏野菜を対象として
いるわけではない。キュウリやトマトなど夏野菜
が描かれているものもあれば、ダイコンやカブな
どの冬野菜が描かれているものもある。これから
夏野菜を植えようとしている時に冬野菜の図書を
読み聞かせしてしまって子どもの興味からずれて
しまう可能性がある。そのため今回は夏野菜が描
かれている図書に焦点を当てた。
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2つ目に、学校で育てられるものを対象にする
ことである。スイカなどつるが伸び、広い土地で
ないと育てられず、学校では育てられない野菜も
ある。育てられないものを読み聞かせ、子どもの
興味をひきつけたにも関わらず、本当は育てられ
ないというのはあま叫こも酷である。
3つ目に、これから育てていくのに必要な情報
が入りすぎていないものを選定するということだ。
肥料をやることや間引きやわき芽つみをすること
など、これから育てていくうちに失敗して気付い
たり、壁にぶち当たって考えたりすることが重要
であることを初めから提示してしまっては、子ど
もたちが学ぶことはなくなってしまう。ただ大事
に育てなければいけないということを子どもたら
自身が感じられるような図書を選定した。
以上の3点を考慮し、今回は『あっちゃんのは
たけ』22)(図2)という図書を読み聞かせするこ
とにした。この図書は、野菜が嫌いなあっちゃん
が、おばあちゃんの畑仕事のお手伝いをする話で
ある。初めは、お手伝いが嫌で仕方がなかったあ
っちゃんだが、おばあちゃんの仕事を見ているう
ちにお手伝いをしたくなっていく。次第に野菜の
ことが心配で仕方なかったあっちゃんは雨の日に
野菜が心配で畑に様子を見に行く。そこであっち
ゃんは転んでしまうのだが、目の前に小さなでき
たてのキュウリを見つけるのである。そこからも
あっちゃんは野菜を大事に大事に育て、最後には
食べられなかった野菜をおいしそうに食べるあっ
ちゃんの姿が描かれている。読み聞かせが終わり、
用意されていたワークシートに記述してもらった。
図2『あっちゃんのはたけ』
図3 はるきのワークシート
「おはなしをきいて、やさいをうえようとする気
もちになにかかわったところはありましたか｡」の
問いに対して、はるき(仮名)は「きらいなやさ
いはそだててだいすきになりそうだからそだてて
みたいです。」と書いた(図3)。野菜がきらいな
あっちゃんが一生懸命育てたキュウリをおいしそ
うに食べている様子から、嫌いな野菜を一生懸命
育てたら自分も大好きになれるかもしれないとい
う思いを抱いた。「そだててみたいやさいはありま
すか。」の問いに対しては、ダイコン、キャベツな
ど好きな野菜をいくつか書く中で、嫌いな「とま
と」という記述がみられる(図3)。はるきは、育
てたい野菜をいくつかあげた中でも最終的に嫌い
なミニトマトを選び、「トマトくん」という名前を
付け、一生懸命育て始めた。いらなくなったCD
を野菜の近くにかけておくと鳥よけになるという
ことをやさい名人から聞いたはるきは、クラスの
中でも一番早くCDを家から持ってきて「トマト
くん」の近くにかけた。また、「先生、土日もトマ
トくんに水や叫こきていい?」と聞き、毎週土目
には欠かさずおかあさんと水や叫こ来ていたとい
う。このように一生懸命育てられたはるきの「ト
マトくん」はたくさんの実をつけ、喜ぶはるきの
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姿見られた。野菜を育てて嬉しかったこととして
「いっぱいみがついたからうれしかった」と書い
ていることからもその様子が読み取れる。実がと
れては大事そうに家に持って帰っていたはるきだ
が、実際にはまだミニトマトを口にする勇気がな
く、家族にあげていたという。ある日、学校の給
食がなく、お弁当を持ってくる日のはるきのお弁
当箱には、真っ赤で、真ん丸なミニトマトが入っ
ていた。朝出かけ時にお母さんから、「はるき、お
べんとうにはるきのミニトマトいれておいたから
ね。」と言われ、登校してきた。ついにお弁当の時
間がやってきて、お弁当の中に入っている真っ赤
で真ん丸なミニトマトを見つめてはるきは初めて
ミニトマトをロにした。その時の「はじめてたべ
たけど、おいしかった」と満足そうに笑みを浮か
べるはるきの顔は絵本に出てきたあっちゃんのよ
うであった。嫌いなトマトをそだてて好きになり
たいという願いが達成された瞬間だった。
また、まりな(仮名)もはるきと同じく、「おは
なしをきいて、やさいをうえようとする気もちに
なにかかわったところはありましたか。」という問
いに対し、「そだててやさいが大すきになりたい。」
という思いを抱いた。さらに、「そだててみたいや
図4 まりなのワークシート
さいは､ありますか。」との間いに対し、「トマト、
なぜかというと、トマトがきらいだからすきにな
りたい」と書いた。(図4)
以上のように、トマトが嫌いなはるきとまりな
は、実際に自分が嫌いなトマトを育てることで、
あっちゃんのように野菜が好きになれればいいと
野菜を育てることに対しての意欲をもち、自分の
野菜嫌いを克服しようという願いをもつことがで
きた。
次に、しょう(仮名)は「おはなしをきいて、
やさいをうえようとする気もちになにかかわった
ところはありましたか。」という問いに対し、「さ
いしょはやさいはどちらでもないとおもったけど、
あっちゃんのはたけをよんでもらって、きゅうり
をうえたいなとおもった。」と書いていた。他の子
どもたちが、読み聞かせをする前までの活動にお
いて「早く野菜を育てたい」という思いをもつ中
で、しょうは、あまりや野菜が好きではないため
か、野菜を育てることにあまり興味を示していな
かった。しかし、あっちゃんが楽しそうに野菜の
お世話をする姿や、野菜をおいしそうに食べる姿
を見て、野菜を育てることに興味をもち始め、中
でも「きゅうりをうえたい」というような強い思
いをもつことができた。きゅうりはつる性の野菜
のため、1人1鉢で植えるのではなく、学級の畑
において全員で育てることとなったが、あっちゃ
んのように、一生懸命キュウリのお世話をするし
ょうの姿が見られた。
また、「そだててみたいやさいはありますか。」
という問いに対し、ゆうき(仮名)は「きゅうり。
なんでかとゆうとあっちゃんのきゅうりがおいし
そうでした。」(図5)と書いていた。初めはトマ
トを育てたいと言っていたゆうきだったが、あっ
ちゃんがキュウリを育てる姿に印象的だったよう
で、書いていた「トマト」という文字を消し、「キ
ュウリ」に書き変えている様子も見られた。
図5ゆうきのワークシート
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さらに、まえ(仮名)も、「そだててみたいやさ
いはありますか。」の問いに対し、「1つ目はきゅ
うりです。わたしもあっちゃんみたいに、そだて
てみたいです。 2つ目にミニトマトをそだてたい
です。 3つ田まパプリカです。パプリカはあまり
食べたことがないからです。そして、3つ目は、
かぶです。かぶはふゆだけどそだてたいです。」(図
6)と書いた。先にも述べたように、キュウリは
学級の畑に全員で育てるため、まえはパプリカを
育てることになったが、自分のパプリカと同じく
らい大切にキュウリを育てる様子がみられた。
図6 まえのワークシート
以上のように、導人の段階で絵本を読み聞かせる
ことで、「あっちゃんのように、きらいなやさいを
すきになれるように、トマトがそだてたい。」や「あ
っちゃんのそだてていたキュウリがおいしそうだ
ったから、ぼくもキュウリがそだてたい」、「さい
しょはそだてたい気持ちがあまりなかっだけれど、
キュウリが育てたくなった」というように、野菜
を育てることへの興味を抱かせ、野菜栽培への意
欲を引き出すことができたと考える。
(2)活動の段階
ゴールデンウィーク明けに、自分たちが決めた
野菜の苗を野菜名人小林さんからもらい、自分た
ちの鉢植えに植えた。今回子どもたらが育てる野
菜は、キュウリ、ミニトマト、フルーツトマト、
ピーマン、パプリカ、アマナンバン、ナス、オク
ラの8種類である。子どもたらが困った時や、世
話の見通しを立てる時にいつでも手に取ることが
できるように、野菜の図書を何種類か教室に常時
設置した。図書の選定の際に注意したことは次の
2点てある。
1つ目に、低学年時の子どもが手にとって、理
解ができるものであることである。野菜栽培の図
書は多く出版されているが、大人向けのものがや
はり多い。大人向けのものであれば、文章に仮名
が振ってなかったり、文章表現のみで視覚的に捉
えることが難しかったりするものでは、低学年時
の子どもでは読むのが難しい。そのため、できる
だけ児童書からの選定を行い、子どもにも理解し
やすく、文章での説明に、挿絵や写真が豊富に含
まれており、読んでいて苦にならないものなどに
注意しながら図書を選んだ。
2つ目に、図鑑などのように、様々な種類の野
菜が載っているものもよいのだが、1つの野菜に
ついてしっかりと説明がしてあり、子どもたちが
ぶつかるであろう問題の記述がされていることで
ある。子どもたちはきっと、生長が遅かったり、
虫がついたり、わきめをしたりなどの世話の段階
で必ず問題にぶつかると考えたため、そういった
点が子ども用に詳しく書かれているものを選んだ。
以上の2点を考慮し、『やさい・くだもの』23)
の他、『やさいノート』24)、そだててあそぼうシリ
ーズの『オクラの絵本』25)(図7)、『ピーマンの
絵本』26)、『トマトの絵本』27)、『キュウリの絵本
28』、『ナスの絵本』29)などを選定した。
野菜名人の小林さんから苗をもらった時に、ト
マト、ナス、ピーマンに比べて苗が小さいのがオ
クラだった。オクラは熱帯の作物であるため、発
芽にも生育にも高い温度が必要になる。そのため、
小林さんからもらった苗に、もう実が付いている
ナスがある一方で、弱々しく見えた。そのオクラ
を自分の野菜に選んだりさ(仮名)は小さなオク
-
図フ オクラの絵本
ラの苗を見て、「トマトやナスとかはさいっしょっ
から、大きかっだのに、オクラはさいっしょっか
ら小さかったので、そだてるのがたいへんそう。」
とつぶやいた。案の定、生長の遅いオクラを見て
は、心配していたりさだった。その時教室におい
てある『オクラの絵本』を熱心に読むりさの姿が
見られた。『オクラの絵本』に「この時期はだいじ
ょうぶかなあ・・・・・と思うくらいに生長しな
いけれど､心配はいらないよ。ある時期がくると、
グググツと一気に伸びはじめるよ。それからは、
すごく生長がはやいんだ。」3o)(図8)という記述
を見て、「本でオクラは小さくてもどんどん大きく
なるっていうことがわかりました。」(図9)とワ
ークシートに記述しているように、ほっとしてい
る様子が見られた。
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図9 りさのワークシート
また、しんたろう(仮
だオクラの苗は小さく弱々しい姿たった。苗を植
えてすぐに雨が続いたため、しんたろうの「オク
ラくん」はねぐされを起こしていた。全く大きく
ならない「オクラくん」は他の子どもたちのオク
ラが大きくなり始めたころにも大きくならなかっ
た。「やさいをそだてた時に、こまったことはあり
ましたか。」という問いに対し、「オクラがぜんぜ
ん大きくならなかった。」(図10)と振り返った。
全然大きくならない「オクラくん」に対しても一
生懸命お世話をしていたが、しびれを切らし、図
書で調べたところ、「ねぐされ」を起こしているこ
とがわかった。もう大きくならないということが
わかったしんたろうは新しい苗をもらい「オクラ
くん2号」と名前を付け、「オクラくん」以上に一
生懸命世話をする様子が見られた。
2 やさいを そたてたときに こまったことは ありましたか?
図10 しんたろうのワークシート
次に、さゆみ(仮名)はトマトやピーマンなど
様々な野菜がある中で、オクラを選び、「おくた」
と名前を付け、一生懸命育てていた。先にも述べ
たように、オクラは他の野菜に比べて大きくなる
のが少し遅いため、「早くおおきくならないかな
あ」と毎日「おくた」の様子をみていた。苗をも
らった時より、少し暖かくなり、さゆみの「おく
た」にも小さな実がなった。 しかし「おくた」が
つけた小さな実は他の子どもだちとは違い赤かっ
たのだ。何かの病気なのではないかと心配し、さ
ゆみは学級においてあった図書で不安そうに調べ
た。そこで、オクラの種類のところに、緑のオク
ラの他に、紅オクラという品種があるということ
が分かり、やさい目記に「おくらの本でべにおく
らがありました。べにおくらがもうちょっとです。
たのしみにしています。」(図11)と書いた。教師
図11 さゆみのやさい日記
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の「べにオクラはふつうのおくらとどうちがう
の?」という問いかけに「ふっうのオクラとは種
類が違うんだよ。白いオクラもあるよ｡」と自慢げ
に教師に話した。他みんなが育てているオクラと
は違うさゆみだけの赤いオクラを、さゆみは大切
に育て、赤いオクラがとれるのを誰よりも楽しみ
に待っていた。
ゆうた(仮名)は、野菜の中でもナスを選び、
そのナスに「ナツくん」と名付け大切に育ててい
た。野菜名人の小林さんがミニトマトを育ててい
る子どもに対して、「ミニトマトを育てている子は
わきめをしなければいけないよ。」と言っているの
を、ゆうたは聞いていた。ナスはどのように育て
ればいいか疑間に思ったゆうたは、学級にある図
書を手に取った。図書に読み、トマトとは違い、
ナスにはわき芽つみがいらないことを知り、教師
に自慢げに伝えた｡ゆうたがわき芽つみをせずに、
残している様子がワークシートの絵からも読みと
れる。(図12)このように、図書を見ることで、
野菜を育て方の見通しがたったものと考えられる。
図12 ゆうたのワークシート
ひなこ(仮名)は、赤パプリカの「パブちゃん」
を育てていた。ひなこの野菜にも、他の子どもた
ちの野菜にも虫が付き、葉に実に穴があいてしま
っている子どももいた。その中でひなこは「パプ
ちゃん」を守るために、虫をとることに専念して
いた。ある日を境に、「パプちゃん」にクモがつく
ようになった。「パプちゃん」を守るために、クモ
を一生懸命取っていたひなこだったが、学級にあ
る図書を見たら、クモは虫をたべてくれるという
記述があった。その記述を見たひなこは､今まで、
クモは野菜を食べてしまう悪い虫であると思って
いたが、実はそうではないことに気付き、ほっと
したと同時に、「パプちゃん」からクモを取ってい
た自分の活動を見直すきっかけになった。(図13)
図13 ひなこのワークシート
以上のように、子どもの実態に合った図書を、
近くに置いておくことによって、子どもは自ら図
書を手に取り、自分の抱える問題を解決したり、
自分の活動を振り返り、見直すきっかけになった
り、これからの活動の見通しをもつきっかけにな
り、子どもの活動がより充実したものと考える。
、tし恥、
(3)自分の生活に生かす段階
4月の終わりから7月にかけて、子どもたちは
夏野菜を育ててきた。活動の際には、前に示した
ように、『やさいノート』31)や図鑑を置いた。ま
た、子どもたちが育てている、野菜のそだててあ
そぼうシリーズ、『オクラの絵本』32)、『ピーマン
の絵木』33)、『トマトの絵本』34)、(キュウリの絵
木P5)、『ナスの絵木』36)を置いた。活動が終盤に
さしかかったあたりで、そだててあそぼうシリー
ズの『ラッカセイの絵本』37)、『ホウレンソウの絵
本』38)、『ダイコンの絵本』39)など、育てている野
菜でないものの絵本も置くことにした。
そうした中で､ピーマンを育てているだいき(仮
名)はよく『ホウレンソウの絵本』4o)を見ていた。
だいきが夏が終わる頃のワークシートに「ほうれ
んそうの本をみてそだてたかったからそだててい
る。」(図14)と書いたように、教師に「1学期に
野菜そだてて楽しかったし、自分で育てたピーマ
ンはすごくおいしかったし、木見てホウレンソウ
そだててみたかったから家で育ててるよ。」と話し
た。だいきは『ホウレンソウの絵木』41)を見て興
-
味をもち、自宅でホウレンソウを育て始めたのだ。
今まで一生懸命野菜を育てた活動を振り返り、そ
の上でまた違う野菜の図書を読むことから、違う
野菜にも関心をもち、また野菜を育てたいという
思いを強く抱いた。その思いから自宅でホウレン
ソウを育てているというだいきの行動はまさしく、
図書の活動が生活に活きているものと考える。
図14 だいきのワークシート
また、黄色のパプリカを育てていたまえ(仮名)
も、学級においてある図書を手に取り、「つぎは、
ニンジン、キュウリ、ラッカセイ、トウモロコシ
を育ててみたいです。」とワークシートに書いたよ
うに(図15)、「前は野菜、生では食べれなかった
けど、自分で育てたパプリカを食べて、生もおい
しいってことがわかったから、また育てたい。」と
話した。ここから、今までとは違う野菜の図書を
あえて設置しておくことは、「また育てたい」とい
う、次なる活動への意欲をもたせることができた
と考えられる。
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図15 まえのワークシート
次に、まりな(仮名)は、導入時に読み聞かせ
をした際のワークシートでは、「そだててやさいが
大すきになりたい。トマトがきらいだからすきに
なりたい。」と書いていたにも関わらず､結局まり
なが選んだ野菜はオクラだった。そのオクラを一
生懸命育てていたまりなは『オクラの絵本』と一
緒に置いてある『トマトの絵本』42)もよく読んで
いたという。そして野菜の栽培が終わる時のワー
クシートに「トマトやナスがそだてたいです。わ
たしは、トマトやナスがきらいで、じぶんでそだ
てたほうが、すきになれると思って、トマトやナ
スがそだてたいと思いました。」(図16)と書き、
自分が野菜を育てたいという思いをもった時から
の活動を振り返り、今度こそは嫌いなトマトやナ
スを育てて好きになりたいという思いを強くもっ
たことが考えられる。
図16 まりなのワークシート
以上のように、子どもたちが育てている野菜と
は違う野菜の図書を、時期を見て置いておくこと
は、子どもが次なる活動への意欲をもつことに効
果があると考える。しかし、早い時期に置いてし
まうと、子どもの意識がそれてしまうことがある
ので注意しなければならない。
IV 研究のまとめ
これまで、直接体験重視と言われる中で、間接
体験にも大きな役割があり、子どもの学びに大き
な効果をもたらすものであるとして考えてきた。
本研究では、その間接体験の中でも図書の活用に
焦点を絞り考察を行ってきたが、実践を行い分析
していく中で、やはり直接体験の中に図書の活用
を入れ込んでいくことが、子どもの学びに大きな
効果あると確信できた。しかし、本稿においては、
野菜栽培の単元のみの分析であること、また、限
られた時間の中での子どもの姿の見取りであるこ
とから、子どもの多くの学びの中の一部の学びし
か見取ることができなかったように感じる。今後
は長期的に子どもの姿を見取ることができる機会
を生かし、図書を活用することがもたらす効果や
そこから得られる子どもの学びについて、子ども
に寄り添いながら長期的、日常的に検証を行って
いきたい。
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